
 
                       

                                                           
                                                    

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
                            
                                   
                                     
 
                                  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
真
ほ
ろ
ば
」
は
、
二
ヵ
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
十
七
年
秋
開
所
致
し
ま
し
た
。
以

後
本
日
迄
長
期
に
渡
り
多
く
の
方
々
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
職
員
の
皆
様
も
、
新
た
な
施
設
・
チ

ー
ム
に
も
係
わ
ら
ず
そ
の
能
力
を
、
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
ご
努
力
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
様
で
描
い
て
い
た
理

想
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
前
進
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
方
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

平
成
十
二
年
四
月
介
護
保
険
法
施
行
と
同
時
に
清
掃
具
レ
ン
タ
ル
、
家
事
代
行
の
事
業
を
し
て
い
た
梅
澤
産
業
㈱
で

は
在
宅
介
護
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
介
護
事
業
は
、
平
成
十
七
年
秋
「
真
ほ
ろ
ば
」
へ
移
管
し
ま
し
た
が
、
よ
り
直

接
的
に
社
会
の
お
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
持
て
、
私
自
身
の
人
生
目
標
や
会
社
理
念
と
も
合
致
し
て
、
そ
の

事
に
近
づ
け
た
と
い
う
喜
び
で
一
杯
で
し
た
。
今
般
、
幸
い
に
も
老
人
福
祉
政
策
の
中
心
た
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
は
じ
め
、
多
く
の
在
宅
介
護
事
業
に
携
わ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
還
暦
近
い
私
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
、
考
え
て
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人
潤
青
会
「
真
ほ
ろ
ば
」
の
ご
利
用
者
や
入
居
者
の
多
く
の
方
々
は
、
青
春
時
代
を
第
二
次
世
界
大
戦

の
中
で
過
さ
れ
、
そ
の
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、
現
在
で
は
世
界
屈
指
の
経
済
力
を
も
つ
日
本
国
の
礎
を
築
い
て
下

さ
っ
た
方
々
で
す
。
尊
敬
と
感
謝
の
心
を
具
体
的
に
反
映
さ
せ
、
楽
し
い
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
戴
く
為
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
運
営
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

5 月 12日、夕方6時、待望の「居酒屋真ほろば」がラウ

ンジにて開店！日本酒やﾋﾞｰﾙ等お好きなお酒を味わって

いただき、頬を少し赤く染めながら「うまいねぇ！」との声

も聞かれ、とても楽しいひと時となりました。翌日には「喫

茶まほろば」も開店され、ｺｰﾋｰや紅茶と共に色とりどりの

手作りｹｰｷを召し上がっていただき、ｸﾗｼｯｸ音楽の流れる

中、午後の穏やかな時間を、ご家族とともに楽しまれまし

た。ご好評につき、今後も定期的に開店の予定です。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば 

紹
介 

 

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
続
く
、
開
放
感
の
あ
る
デ
イ
ル
ー
ム

で
１
日
を
の
ん
び
り
と
安
心
し
て
過
し
て
頂
け
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
的
な
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
お
い
し
い
お

食
事
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
・
リ
ハ
ビ
リ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
へ
の
参
加
に
よ
り
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
活

気
あ
る
生
活
へ
向
け
て
、
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

職
員
一
同
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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昨年 12 月 24 日にﾃﾞｲﾙｰﾑで、ｸﾘｽﾏｽ会が催されまし

た。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方による手品ｼｮｰや歌謡ｼｮｰ、各ﾕﾆｯﾄ職

員によるｺｰﾗｽ・ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ・劇・二人羽織が行われ、大い

に盛り上がりました。参加の皆様も、お化粧をしたり、ﾄﾝ

ｶﾞﾘ帽子を被りｸﾘｽﾏｽ会を楽しんでいました。最後に、職

員扮するｻﾝﾀとﾄﾅｶｲよりささやかなﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄが手渡され、

皆さん素敵な笑顔で受け取って下さいました。 

1月15日にﾃﾞｲﾙｰﾑで、「餅つき大会」が行われま

した。先ずはｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷにて餅つきを見学、その後、

昼食と一緒につきたてのお餅を頂きました。きな粉・

餡子・大根おろしの三種類が用意され、皆さん「美

味しい！」と笑顔で召し上がって下さいました。「来

年も楽しみ」との声も聞け、とても楽しい1日となりま

した。 

2 月 3 日に節分の豆まきが行われました。赤鬼青

鬼に扮した職員が各ﾕﾆｯﾄを順に廻り、普段はおしと

やかなご婦人方も、この日は鬼をめがけて豆（紙で

作ったﾎﾞｰﾙ）を投げつけ、「鬼は外！」「福は内！！」

と大きな声と笑い声で無病息災を願いました。 

竹沼へお花見に行って来ました。満開の桜が出迎

えてくれ、晴れた日は外でお弁当を食べたり、雨の

日には、竹沼から七輿山まで車窓からの桜を楽し

みました。雨の日の桜も風情があり、大変喜んで頂

きました。ユニットは3日間、デイサービスは1週間

にわたり桜見物に出かけました。今後は、桜だけで

なく、いろいろなお花見に出かけたいと思っていま

す。 

編 

集 

後 

記 
 

今
回
、
創
刊
・
夏
号
を
発
行
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
秋
・
冬
・

春
と
合
せ
て
年
４
回
に
わ
た
り

「
ま
ほ
ろ
ば
通
信
」
を
発
行
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
年

間
行
事
等
様
々
な
報
告
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
広
報
委
員
会
よ
り
） 
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特別養護老人ホーム「真ほろば」では、施設を御

利用されている方の外出行事の付き添い、介護の補

助、散歩の付き添い、お話し相手、施設内外の掃除、

草むしりやお花の手入れ、リネン交換などをお手伝

いしていただける方を募集しています。お問合せは 

TEL 0274-23-6520までお願いします。 


